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業績予想修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 8 月 5 日の第 1 四半期決算発表時に公表した平成 18 年 3

月中間期（平成17年4月1日～平成17年9月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

１．当中間期の業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

(1)連結 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想 （Ａ） 

（平成 17年 8月 5日 発表） 
26,500 370 250

今回修正予想 （Ｂ） 26,600 780 85

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 100 410 △ 165

増 減 率 （％） 0.4 110.8 △ 66.0

（ご参考） 

前中間期実績（平成 16年 9月期） 
26,482 585 556

(2)個別 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想 （Ａ） 

（平成 17年 8月 5日 発表） 
20,000 350 200

今回修正予想 （Ｂ） 20,130 600 180

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  130 250 △ 20

増 減 率 （％） 0.7 71.4 △ 10.0

（ご参考） 

前中間期実績（平成 16年 9月期） 
19,580 458 499

2．修正の理由 

（個別業績予想） 

  春先の気温要因等によりガス販売量、売上が堅調に推移し、また継続したコスト削減の効果により、

経常利益は前回発表時に比べ2億5千万円増加する見込みとなりました。一方、投資有価証券評価損の

計上により、中間純利益は前回発表時を若干下回る 1億 8 千万円となる見込みです。 

（連結業績予想） 

  個別決算の業績予想修正の要因に加え、ＬＰＧ分野の増収等の要因により、連結経常利益は 7 億 8

千万円を計上する見込です。一方、固定資産の減損損失が当中間期において発生しましたことにより、

中間純利益が前回発表時に比べ 1億 6千 5 百万円減少し 8千 5 百万円となる見込みです。 

3.その他 

 平成18年3月期通期の連結及び個別の業績予想につきましては、現在見直しを行なっており、平成17

年 11 月 7 日予定の中間決算発表時にお知らせいたします。 

以 上 


